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Abstract 

This article describes the attempt to control water pollution in the Toda Olympic boat course using 

bivalves (Hyriopsis schlegelii). The inspection of the water was carried out and the ability of Hyriopsis schlegelii 

to filter plankton in the boat course is investigated. 
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を持つクリプト藻類、渦鞭毛藻類、珪藻類や、クロ

ロフィル aとクロロフィルbを持つ緑藻類とミドリ

ムシ藻類も多数観察された。

3. イケチョウガイのろ過能力

一般に二枚貝の呼吸は鯨で行われる。また呼吸ば

かりでなく、食物摂取 ・排池などのために鯨がろ過

装置として機能している。このようにろ過作用は生

命活動そのものであり、ろ過作用の速度を定量的に

調べることは非常に有益な結果をもたらす。本事業

で用いられている二枚員であるイケチョウガイに

ついても、これまでにろ過速度について定量化され

た値が報告されている。

本研究ではプラ ンクトンを含んだボートコース

の水を用いて、実験室的にろ過水量を見積もる実験

を行い、得られたデータを既報の値などと比較する

とともに本事業の目的の一つで、ある、イケチョウガ

イによる水中の浮遊物(プランク トン類など)の除

去効果を算出するための根拠とした。

実験方法 :実験に供したイケチ ョウガイは幼員を

1'"'""'2年コース内で飼育したもので員殻の開閉運動

などに異常のないことを確認して実験に用いた(湿

重量約 50g '"'""' 100 g)。試験水には実際のボート コ

ースの水を、実験を行う直前に採取して用いた。実

験方法はボー トコースの水を入れた大型のビーカ

ーに貝を数個投入し、濁度計を用いて適当な時間毎

に濁度を測定した。コントローノレとして員を入れな

い水を同様にビーカーに入れ、その濁度を同様に測

定した。とのようにして得られた値を藤岡らが報告

したろ過水量の計算式 2)を元にろ過水量を求めた。

ボートコースの水質調査の結果から水中懸濁物の

量はそれほど変化しないため、大きく変化する環境

要因として水温が考えられる。そこで、水温が 15，20，

25
0Cの条件で、実験を行った。それぞ、れの実験につい

て複数回測定を行った。得られたろ過水量を表に示

した。

また、濁度の経時変化を示す一例を図に示した。

貝を投入したビーカーの水(実験区)の濁度は時間

とともに減少したがコ ン トロール(対照区)につい

ては微減するものの大きく減少することは無かっ

た。このとき、実験開始前後に採水し、クロロフィ

ル a濃度を測定したところ、実験区では数値の減少

していたが、対照区ではほとんど変化していなかっ

た。

表.湿重量 100gあたりのろ過水量(LIh)

温度 (OC) ろ過水量 (LIh・100g) 
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図.濁度の経時変化
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